
 

 

象の資料選択や本システムのデータを資料のメ
タデータとして利用するなどである．まずは，「整
理状況」に，IIIFで公開されて場合はマニュフェ
スト URL を登録できるように改修する予定であ
る．そのほか，人口学などの歴史資料のデータベ
ースとの連携も生まれつつある．  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3 史料の構造化における 
本システムと他のシステムの関係 

７．おわりに 
本研究では，史料に関わるさまざまな人々から

の目撃情報を利用し，HSR を利用した研究のパ
スファインダー的なシステムの構築を紹介した．
また，著者らによる利用事例を紹介し，本システ
ムの特徴や課題を示した．本システムは多分野の
研究者や資料館の職員の協力により，少しずつ価
値を高めている． 
本研究の背景には１章で紹介した HBDという

大きな取り組みがある．HSR データベース構想
をはじめ，HBD に必要な技術の多くは，機械学
習によるくずし字 OCR など，情報学の発展が必
要であり，実用化までには年月がかかる． 
本システムは，既にあるデータベースの技術や

APIなどを利用し，研究における負担の軽減と研
究の推進を目指すものである．じんもんこん 2017
や HBD研究会ほかさまざまな関わりの中で，本
システムがより役立つ可能性が見えてきた．研究
者に限らず，図書館や資料館などの職員をはじめ，
市民の中にも史料についての知識が豊富な方が
多い．このようなさまざまな人の参加により，情
報や利用者が増えるとともに，充実したパスファ
インダーが提供できるようになると期待してい
る．  
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地域の特性に基づく聞き書きの提示手法の提案 
寺嶋 一将・植竹 俊文・竹野健夫（岩手県立大学大学院） 

 
岩手県花巻市では地域の歴史や文化を後世へ残すことを目的に，郷土史研究団体が地域住民を対象

とした聞き書きの収集を実施している．聞き書きはデジタルアーカイブ上で公開しているが，収集さ
れた聞き書きが 100 人分を超え，その分類・整理の手法が課題になっている．そこで，聞き書きに含
まれる地域の特性を用いて収集された聞き書きを分類・整理する手法を提案する．本稿では地域の特
性を求めるために文中の単語に対して特徴量を付与し，地域の特性を検討・評価した結果と，聞き書き
を他の聞き書きや他史料と関連づけるための手法に関する実験結果を報告する． 
 

Presentation Method of “Kikigaki” Using “Regional Characteristics” 
Kazumasa Terashima / Toshifumi Uetake / Takeo Takeno (Iwate Prefectural University Graduate School) 

 
Recently various organizations are engaging in preservation activity of local history and culture using digital 
archive. For example, local history research group in Hanamaki City, Iwate Prefecture records “Kikigaki” on 
digital archive. “Kikigaki” is a text collected by interview for citizens in Hanamaki City. Kikigaki is already 
collected from more than 100 citizrns. Collected "Kikigaki" is too much so we need to consider classification 
method. Therefore, we propose organize method of "Kikigaki" to use “Regional Characteristics”. In this paper, 
we report appraise method of "Regional Characteristics" and method of find the relation of "Kikigaki". 

 
 

１．はじめに 
近年，地域の歴史や文化を後世へ残すことを目

的としたデジタルアーカイブの活用が全国的に
広まっている[1]．岩手県花巻市ではこの活動の一
環として，郷土史研究団体が聞き書きの収集を実
施している．得られた聞き書きはデジタルアーカ
イブ上で公開[2]しているが，収集された聞き書き
が 100 人分を超え，その分類・整理の手法が課題
になっている．一般的なデジタルアーカイブが古
文書や写真等，ある程度まとまった情報を管理し
ているのに対して，聞き書きは話者によって示さ
れる内容が大きく異なり，分類することが困難な
状態にある．そこで，新たな整理の手法が必要に
なった．聞き書きは特定の地域に根付いた記録で
ある．よって，多くの聞き書きには地域の特性が
産業や文化等の形で文中に含まれていると考え
られる．このことから，聞き書きに含まれる地域
との関連性を用いて聞き書きを分類・整理する手
法を提案する．本稿では，提案に用いる基本要素
の方法論について報告する． 
 

２．聞き書きの概要と現状 
聞き書きとは話者の話を口述的な表現を活か

しながら文章化した記録である．本稿では岩手県
花巻市の住民を話者とした聞き書きを扱う． 
 
２．１．聞き書きの概要 

聞き書きは以下の図１の手順に従って収集さ
れる．取材の際に取材者が質問をすることもある

が，基本的に話者が過去に経験した出来事や生活，
地域の伝統行事等について触れつつ，半生につい
て自ら語る形式で取材は行われる．対象とする話
者は郷土史研究団体に所属する人物の紹介等を
通して集められる．また，できる限り高齢の人物
から取材を行う方針が取られているため，大正時
代に生まれた人物への取材が優先される．具体的
な話者の男女比と出生年の分布を表１，表２に示
す．取材は１～２時間程度行われ，得られた音声
を書き上げる．さらに，この書き上げられた文章
を共通する内容ごとにまとめ，４０００文字程度
の文章に整えて公開される． 
最終的な聞き書きの形式を図２に示す．聞き書

きは話者の氏名や生年，略歴等の話者に関する基
本的な情報が示された後に，話題ごとに小見出し
が付与された複数の文章が記されている．まとめ
ると，聞き書きは話者に関する基本的な情報と，
複数の文章から構成されている． 

 

 
図 1 聞き書きの収集手順 

Figure 1  Collection procedure of Kikigaki 
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表 1. 話者の男女比 
Table 1   Gender ratio of speakers 

花巻 大迫
石鳥

谷
東和 合計

男

女

 
表 2. 話者の出生年の分布 

Table 2  Distribution of birth year 

花巻 大迫
石鳥

谷
東和 合計

年代

年代

年代

年代

不明

 

 
図 2  聞き書きの構成 

Figure 2  Composition of Kikigaki 
 
２．２．聞き書きの公開に関する現状 

既に１００人を超える話者に対して取材を実
施し，デジタルアーカイブ上で公開されている．
聞き書きは現在，花巻市を合併前の４市町に分割
したうえで，話者の所在地に従って地域ごとに検
索できる形でまとめられている．しかし，現在の
分類手法では，聞き書きの内容には触れていない
ため，聞き書きがもつ本質的な情報の発見・活用
が困難な状態にある．また，聞き書きは話者の半
生をまとめた記録であり，記される内容は話者に
よって大きく異なる．そこから，メタデータ等で
は整理することが難しい． 

聞き書きは，基本的には地域で生きてきた人物
の記録であり，地域に関する産業や文化，事件等
の要素が複数の聞き書き間で共通することがあ
る．本稿では聞き書きがもつこの特徴を利用して，
地域の観点から聞き書きを分類・整理する． 

 
図 3  提案の全体図 

Figure 3  Over view of proposal contents 
 

 
図 4. 各地域の話者数と文章数 

Figure 4  Number of speakers and texts in each 
region 

 

３．提案内容の概要 
聞き書きの整理・分類手法として，『地域の特

性』と『ローカルアイデンティティ』に着目する．
それぞれの定義について，『地域の特性』は他の
地域と比較した際に該当する地域で深く結びつ
いている要素とする．これは語で表現できるもの
として，その地域に関わる史跡や行事，人名等と
して現れるとする．『ローカルアイデンティティ』
の定義に関しては，大堀ら[3]が示した解釈に従う．
そこではローカルアイデンティティを『個人レベ
ル』と『集合レベル』に分け，個人レベルを『個
人の地域への帰属意識・愛着』，集合レベルを『地
域の個性・らしさ』としている．本稿では『集合
レベル』の定義に従う．また，ローカルアイデン
ティティは地域のキャッチフレーズ等の形で現
れることも文献内で示されている．これにはキャ
ッチフレーズが地域の将来像を示していること
と，地域の歴史と乖離した将来像は破綻すること
が多いことが根拠として挙げられている．  
それに合わせて，本稿ではローカルアイデンテ

ィティと地域の特性との関係をまとめて，「特定
の地域において特性がもつ意味・役割を地域の個
性として解釈したものをローカルアイデンティ
ティ」と定義する．具体的には，「○○地区は，
△△△△という人物が生まれた土地であり，その
生家は今でも残っている」等の形で，各地域の特
性がその地域内でどのように扱われているかが
認識されたものとする．また，地域の特性及びロ
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ーカルアイデンティティは一つの地域に複数存
在するものとして扱う． 

これらの定義を踏まえ，提案の全体図を図３に
示す．最初に聞き書きを時代・地域の観点から分
類し，語ごとに各地域においてどれだけ特徴的か
を特徴量として数値で評価していく．その後，他
の史料等に含まれる地域の特性と比較すること
で，他史料と共通する地域の特性を発見する．こ
うして得られた特性を含む文章と，その文章と関
連した文章を抽出し，閲覧者に対して提示する．
この際に，地域の特性と聞き書きをもとに閲覧者
は地域像をローカルアイデンティティとして認
識し，それを基に聞き書きを活用するしくみとす
る． 

特徴量の計算や関連する文章の抽出などは聞
き書き全文ではなく，小見出しが付与された文章
単位で行う．また，対象とする地域の区分はデジ
タルアーカイブ上で現在用いられている，旧四市
町に従う．地域区分の理由として，収集された聞
き書きの件数が図４の分布になっていることが
挙げられる．これは話者の数と小見出しが付与さ
れた文章の数をまとめた結果であるが，これ以上
地域を細分化した場合に，地域の特性を発見する
ためのデータが不十分になる恐れがある． 
 

３．地域・時代による分類手法 
小見出しが付与された文章を内容に従って時

代・地域の観点から分類する．地域の特性を求め
るためには，文章を地域ごとに振り分けなければ
ならない．合わせて，時代ごとに分類することに
よって，各時代による特性を導き出せると考えら
れる．そこで，これらの観点から文章を分類する
手法について実験を行った． 
 
３．１．地域による分類 

話者は自身が住む地域に関する出来事等につ

いて語ることが多い．そこで，本稿では話者の

所在地と文中で示される地域が基本的に一致す

ると仮定して，どの程度一致しているかを調査

した． 
調査を行ううえで，地名は旧４市町よりもさ

らに古い時代の行政区分を用いた．これらの地

名の多くは現在でも使われているものである．

調査の結果は図５である．図から，話者の所在

地と文中に出現する地名が基本的に一致するこ

とが分かる．この結果から，聞き書きは話者の

所在地に従って整理するものとした． 
 
３．２．時代による分類 

時代による分類は話者の生年等では難しいた
め，文中に出現する時代を示す語を用いて時代を
推定する手法を考えた．この手法を用いた場合，
文章全体を時代ごとに分類することは困難にな

るため，全文章の何割に時代を示す語が出現する
かを調査した．調査した結果が表３である．対象
とした語は和暦と西暦，「○○時代」の３種類の
表記である．これらの表記の出現数と文章数から，
表記の出現する割合を求めると，表４になる．各
地域で全体の３割から４割程度の文章に時代表
記が出現していることが分かる．対象とした文章
の他に，時代の特定が可能な出来事等を時代表記
として含めることで，時代の特定が可能な文章を
増やすことも期待できる．ここから，時代の特定
に関しては文中の時代表記を用いて整理するも
のとした． 

 

 
図 5. 話者の所在地と各地域の文中の地名出現率 
Figure 5  Address of speakers and Place 

name written in texts 
 

表 3. 各地域と時代における表記数 
Figure 3  Number of era notation in each region 

and era 
地域

花

巻

石鳥

谷

大

迫

東

和

合

計

時

代

江戸時代

以前

明治～

大正

昭和

平成

合計

 
表 4. 全文章における時代表記を含む文章の割合 

Figure 4  Percentage of sentences including era 
notation in all texts 

花巻
石鳥

谷
大迫 東和 合計

各地域の

文章数

時代表記を

含む割合
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表 5. 現段階で定義が可能な各地域の特性

Figure 5  “Regional Characteristics” at the present 
stage 

特性 概要

花巻

宮沢賢治

花巻生まれの詩人・童話作

家，農業の指導者としての側

面も有名

高村光太郎
花巻で晩年を過ごした詩人・

彫刻家

石鳥

谷
南部杜氏

日本酒の代表的な杜氏集団

の一つ

大迫

早池峰山
北上高地の最高峰で貴重な

高山植物が存在

神楽
国の重要無形民俗文化財「早

池峰神楽」が伝わる

ワイン
ワインの産地で関連した催

し物が開かれている

東和

萬鉄五郎
東和出身の画家で大正から

昭和初期に活躍

田瀬湖
田瀬ダムのダム湖でカヌー

等の競技が行われる

 
表 6. 各特性を含む文書の出現数 

Figure 6  Number of text including “Regional 
Characteristics” 

特性

出現文書数

花

巻

石鳥

谷

大

迫

東

和

花巻
宮沢 賢治

高村 光太郎

石鳥谷 南部杜氏

大迫

早池峰

神楽

ワイン

東和
萬 鉄五郎

田瀬湖

 
表 7. 提案手法によって付与された特徴量 

Figure 7  Feature amount by Proposed method 

特性 花巻
石鳥

谷
大迫 東和

花巻
宮沢 賢治

高村 光太郎

石鳥

谷
南部杜氏

大迫

早池峰

神楽

ワイン

東和
萬 鉄五郎

田瀬湖

 
 
 
 

表 8. TFIDF によって付与された特徴量 
Figure 8  Feature amount by TF-IDF 

特性 花巻
石鳥

谷
大迫 東和

花巻
宮沢 賢治

高村 光太郎

石鳥

谷
南部杜氏

大迫

早池峰

神楽

ワイン

東和
萬 鉄五郎

田瀬湖

 
表 9. 残差 IDF によって付与された特徴量 

Figure 9  Feature amount by RIDF 

個性 花巻
石鳥

谷
大迫 東和

花巻
宮沢 賢治

高村 光太郎

石鳥

谷
南部杜氏

大迫

早池峰

神楽

ワイン

東和
萬 鉄五郎

田瀬湖

 

４．特徴量の付与に関する実験 
地域ごとに文中の語がどれだけ地域において

特徴的かを求める．これを特徴量として，文中の
語に対して付与する式を(4)式として提案する．こ
の式の有用性を調査するため，現時点で定義する
ことができる地域の特性を用いて，既存の特徴的
な語の評価に用いる式と比較した[4]． 
 
４．１．特徴量付与の提案式 

(1)式は文中の語に特徴量を付与する 法

である．この値を基に各地域で出現しやすい語に

対して重みを付与する(4)式を，地域の特性を発

見するための手法として提案する． 
文書𝑇𝑇𝑗𝑗における単語𝑊𝑊𝑖𝑖の特徴量を求める場合， 

(2)式の 𝑛𝑛𝑖𝑖,𝑗𝑗は文書𝑇𝑇𝑗𝑗における𝑊𝑊𝑖𝑖の出現数であり，

∑ 𝑛𝑛𝑘𝑘,𝑗𝑗𝑘𝑘 は𝑇𝑇𝑗𝑗における全単語の出現数の和である．

(3)式の𝐷𝐷は全文書数であり，𝑑𝑑𝑖𝑖は𝑊𝑊𝑖𝑖を含む文書数

である．(4)式の𝑙𝑙𝑖𝑖,𝑚𝑚は任意の地域𝑅𝑅𝑚𝑚における𝑊𝑊𝑖𝑖の
出現する文書であり，𝐿𝐿𝑖𝑖は全地域において𝑊𝑊𝑖𝑖の出

現する文書数の和である． 
 

𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝑇𝐷𝐷𝑇𝑇𝑖𝑖,𝑗𝑗 = 𝑇𝑇𝑇𝑇𝑖𝑖,𝑗𝑗 ∙ 𝑇𝑇𝐷𝐷𝑇𝑇𝑖𝑖  (1) 
𝑇𝑇𝑇𝑇𝑖𝑖,𝑗𝑗 = 𝑛𝑛𝑖𝑖,𝑗𝑗

∑ 𝑛𝑛𝑘𝑘,𝑗𝑗𝑘𝑘
 (2) 
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𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝑖𝑖 = log 𝐷𝐷
𝑑𝑑𝑖𝑖

  (3) 

𝐼𝐼𝐹𝐹𝑖𝑖,𝑗𝑗 = 𝑇𝑇𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝑖𝑖,𝑗𝑗 ∙ 𝑙𝑙𝑖𝑖,𝑚𝑚
𝐿𝐿𝑖𝑖

  (4) 
 
４．２．提案式に関する実験 

提案式では各地域で出現しやすい語が地域の

特性を発見する手掛かりになると仮定した．この

仮定が正しいかを判断ために，一般的に知られて

いる地域の特性が文中にどのように出現してい

るかの傾向を調べる．

まず，自治体のキャッチフレーズ等 から

表５の語を地域の特性として定義した．これらの

特性が，どの地域に住む話者の文章に出現したか

を整理した結果が表６である．数値が記されてい

ない箇所は特性が出現していないことを示す．ま

た，下線が引かれた箇所は４地域で比較した際に，

語が最も多く出現していた地域を示す．いずれの

語も，特性として定義した地域で最も多く出現し

た．ここから，地域と特性の出現に関する仮定が

正しいことが分かった．

次に，提案式を用いて定義した特性に対して特

徴量を付与する．合わせて，既存手法との差異を

調べるために一般的に，特徴的な語の評価に用い

る， 法と残差 法を用いて特徴量を計算

する．(5)式は残差 による特徴量を求める式

である．𝐸𝐸𝑖𝑖は名詞，𝑛𝑛は全ての文書数，𝑛𝑛𝑖𝑖は名詞𝐸𝐸𝑖𝑖
を含む文書数，𝐼𝐼𝑖𝑖は名詞𝐸𝐸𝑖𝑖の出現頻度である．

𝑅𝑅𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼𝐼(𝐸𝐸𝑖𝑖) = log 𝑛𝑛
𝑛𝑛𝑖𝑖

+ log (1 − 𝑒𝑒−𝐹𝐹𝑖𝑖
𝑛𝑛 )  (5) 

それぞれで付与された値を表７，表８，表９に

示す．下線が引いてある箇所は４地域で比較した

際に最も高い特徴量が付与された地域である．

結果から，既存手法が花巻地区の特性として挙

がった「宮沢賢治」に対して，大迫地区で最も高

い特徴量を付与したのに対して，提案手法では該

当する花巻地区で最も高い値が付与された．大迫

地区も宮沢賢治に関係する地域だが，今回の提案

手法の趣旨は地域間を比較した際に他地域より

も強く特性を押し出している地域を見つけだす

ことにあるため，予め定めた地域と一致したこと

で，期待通りの結果が得られた．また，他の特性

の値を比較すると，提案手法を用いることによっ

て該当地域と他地域の値の差を拡大し，対象地域

を際立たせることに成功していた．

また，各特性が地域内でどの程度，高い特徴量

を得られたかを順位として表１０，表１１，表１

２に示す．ここから，提案手法を用いることで順

位に関しても向上する傾向を確認できる．また，

地域間の差異も明確になっていることがわかる．

特徴量から得た順位を基に，特性の該当する地

域における順位を手法ごとに比較した結果を表

１３にまとめた．下線を引いた箇所は３手法を比

較した際に最も高い順位を得た手法である．ここ

から，提案手法で最も多くの特性で他手法よりも

高い順位を得られたことが読み取れる．

考察として，既存の特徴量付与の手法と比べて，

提案手法を用いることによって他手法よりも優

先的に地域の特性を際立たせることが可能と分

かった．ここから，提案手法は地域の特性を発見

する手がかりとして有用と考えらえる．

表 10. 提案手法による特性を示す語の出現順位 
Figure 10  Appearance rank of proposed method 

特性 花巻
石鳥

谷
大迫 東和

花巻
宮沢 賢治

高村 光太郎

石鳥

谷
南部杜氏

大迫

早池峰

神楽

ワイン

東和
萬 鉄五郎

田瀬湖

 
表 11. TF-IDF による特性を示す語の出現順位 

Figure 11  Appearance rank of TF-IDF 

特性 花巻
石鳥

谷
大迫 東和

花巻
宮沢 賢治

高村 光太郎

石鳥

谷
南部杜氏

大迫

早池峰

神楽

ワイン

東和
萬 鉄五郎

田瀬湖

 
表 12. 残差 IDF による特性を示す語の出現順位 

Figure 12  Appearance rank of RIDF 

特性 花巻
石鳥

谷
大迫 東和

花巻
宮沢 賢治

高村 光太郎

石鳥

谷
南部杜氏

大迫

早池峰

神楽

ワイン

東和
萬 鉄五郎

田瀬湖
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表 13. 各手法による特性の出現順位 
Figure 13  Appearance rank of each method 

特性
残差 提案

手法

花巻
宮沢 賢治

高村 光太郎

石鳥谷 南部杜氏

大迫

早池峰

神楽

ワイン

東和
萬 鉄五郎

田瀬湖

 

５．聞き書きの関連付けに関する検証 
聞き書きの関連付けとして，他史料との関連

付けによる共通する地域の特性の発見と，聞き

書き間の紐づけを想定している．そこで，提案

手法を用いて他史料の地域の特性を評価し，聞

き書きと比較した結果と，聞き書き同士を一般

的に文章間の類似性の評価に用いられるコサイ

ン類似度を用いて評価した結果を示す． 
 
５．１．他史料との関連付けに関する実験 

聞き書きから得られた特性を他史料と比較す
ることを想定しているため，聞き書きとは異なる
資料から同様に特性を抽出し，同一の地域で共通
する特性として，どのような語が出現するかを調
査した． 

調査に用いたのは，デジタルアーカイブ内で聞
き書きとは別コンテンツとして公開されている
花巻市で発行された新聞である．公開される記事
は地域の特別な行事や大きな出来事について中
心的に取り上げられているものである．今回は記
事の数を考慮してうえで，１９５５年の新聞記事
２２１件を対象とした．合わせて，時期の観点か
らも特性に変化が起こり得るかを調査するため
に，３カ月ごとに記事を分け，それぞれの期間に
対して提案手法を用いて特徴量の計算を行った．
地域と時期に基づく記事の分布を表１４に示す． 
 

表 14. 各期間と地域における記事の数 
Figure 14  Number of articles in each period and 

region 

地域 月

～ 月

月

～ 月

月

～ 月

月

～ 月

地区

合計

花巻

石鳥谷

大迫

東和

期間

合計

 

表 15. 記事と聞き書きの双方で高い特徴量になった語 
Figure 15  Words with high feature amount on 

both sides 
 月～ 月 月～ 月 月～ 月 月～ 月

花

巻

牛発明宮

沢旅館矢

沢花巻温泉

郎文化発

表展山口

母姉候補

達内容会員

桜移転沼

電車笹合

併豊沢内

容開設事

件温泉候補

賢治駅イギ

リス海岸通

信日本堤

防川高村

島氏電鉄

字

堤防重次郎

宮沢観音事

件基地アイ

ヌ間温泉

猫宮野鯉

寸催し結核

氏

石

鳥

谷

八重畑石鳥

谷

様式制参

加農業

八重畑

大

迫

助役役収入 ブドウ葉タ

バコ南部舞

食肉集団

池峰あんど

登山祭り大

迫

神楽奉納山

伏外川目ブ

ドウ

東

和

紙ダム田瀬

山土沢収

入東和

鮎発電胆

沢東和釣り

湖田瀬ワカ

サギ

発電級田瀬 浮田東和田

瀬

 
聞き書きと新聞記事の双方に現れた特性の判

断として，聞き書きに対しては，地域ごとに上位
１０００位以内の語を「高い特徴量をもつ語」と
した．新聞記事に対しては，聞き書きよりも語の
数が少ないことから，順位ではなく特徴量で制限
を設けることとして，特徴量の値が０．０５以上
の語を「高い特徴量をもつ語」とした．双方にお
いて高い特徴量をもつ語に該当するものを表１
５に示す．下線を引いた語は地域と深く結びつい
ていると判断できる語である． 
結果及び考察として，地域と深く結びついてい

る語には地名も多く含まれているが，その土地の
地形や産業，文化に係る語が多数見られた．聞き
書きのみを対象として特徴量を付与した場合よ
りも地域の特性を絞り込むことができたことか
ら，他の史料と併用した地域の特性の評価への活
用が期待できる．また，地域の特性を用いて他の
史料と関連付けられることを確認した． 
 
５．２．聞き書き同士の関連付けに関する実験 

地域の特性だけではなく，異なる観点から文章

の関連性を求めることで，提示する情報の網羅性

を高める．そこで，文章間の類似性を調べる代表

的な方法論として，コサイン類似度に着目した．

この手法を用いて文章の中から類似する組み合

わせを発見し，そこから新たな知見等を得られる

かを調査した．

大迫地区の聞き書きに限定して，コサイン類似

度の計算を行った．対象は話者が２８人で，文章

に分解すると１９８件になる．まず，各文章と残

りの１９７件の文章を比較して，各文章と最も類

似の高い文章の組を求めた．得られた１９８組を，

類似度の高い順に並べ替えた．その結果が表１６

である．ここでは類似度の範囲を 段階に分けて，

各範囲において上位の組を最大５件抽出し，それ

らの組の類似性を文章の内容で確認した．
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表 16. 類似する文章の小見出し（一部抜粋） 
Figure 16  Title of similar texts  

図 6. 文章の関連図 
Figure 6  Association chart of Kikigaki 

その結果，上位の組ほどより具体的な内容を共

有していることが確認できた．表１６の，タバコ

に関する文章であれば，品種やブランド名等の細

かな要素が一致している傾向が見られた．しかし，

類似性の薄い文章が複数個所で出現する傾向も

見られた．「役場の仕事」は４か所で出現してい

るが，他の文章に比べると明らかに比較元と異な

る内容を示していた．ここから，おおよその文章

では類似する他の文章を発見することが可能だ

が，ノイズになる文章が一部含まれているため，

それらへの対策が必要であることが分かった．  
類似する文章を俯瞰して観察すると，馬に関す

る記述が多く見られた．そこで，最も高い類似度
を得た「馬産地」と「カイコと馬」の２件の文章
を中心として，類似する文章を整理した．その結
果が図６である．矢印は比較元から類似する文章
に対して伸びている．表１６に出現する小見出し
と共通する小見出しには(A)～(G)の同じアルフ
ァベットを付与している．また，図６では省略し
ているが「大迫の特産」は６件の文章と紐づけら
れていた．それ以外の図６の文章は図中に記した
関係以外に他の文章と繋がることは無かった． 

結果として，この図をもとに本文の内容を見る
と「馬の競り」や「他産業との兼業」，「伝統行
事」等，馬を中心とした地域に関わる事象で複数
の文章を紐づけることができていた．特に他産業
との関わりについては養蚕やタバコ等，当時は馬
の飼育だけではなく，他の仕事も並行して行って
いたことが読み取れた．ここから，単体の文章で
は一事例に過ぎない事柄が，複数の文章と併せて
みることによって新たな知見として示すことで
きた．コサイン類似度を用いて文章を関連付ける
ことで，新たな地域像の発見等への活用が期待で
きる． 
図６では最も強く類似している文章同士で繋

げたが，２番目以降に類似している文章等を含め
て，対象を広げることで，より多くの文章を紐づ
けることが可能になると考えられる．同時に関係
の薄い文章が含まれるリスクも増えるため，今後

The Computers and the Humanities Symposium. Dec. 2018 「人文科学とコンピュータシンポジウム」2018 年 12 月

©2018 Information Processing Society of Japan

－ 356 － － 357 －



は類似度に閾値を設ける手法について実験を進
めていく． 

６．おわりに 
本稿では聞き書きの提示手法を提案し，そこ

で用いる基本になる３種類の方法論について実

験と評価，考察を行った．それぞれ，時代・地

域の観点からの聞き書きの分類，地域において

どれだけ特徴的かを表す特徴量の付与，聞き書

きの関連付けの３種類について報告したが，ど

の手法についても提案する聞き書きの提示手法

への活用が見込める結果が得られた． 
聞き書きの分類については地域の観点につい

て，話者の所在地とおおよそ一致する傾向が明

確に表れたため，文章全体を地域ごとに分類す

ることが可能になった．課題としては時代によ

る分類が可能な文章を増やす必要がある．全て

の文章を整理することは困難だが，時代を特定

する出来事等を調査し，時代表記として追加す

ることで，より多くの文章の分類が可能になる

と考えられる．特徴量の付与については，提案

手法を用いることによって，あらかじめ定義し

た地域の特性に対して，該当する地域において

高い特徴量を付与することが可能になった．聞

き書きの関連付けについては，地域の特性に基

づく史料間の関連付け等への活用が可能と考察

できた．今回は新聞記事を用いた事例を報告し

たが，今後は他の史料を用いた場合についても

実験を行い，史料の種類による結果の変動につ

いて調査する．コサイン類似度を用いた文章同

士の関連付けについては，地域像の提示へ活用

が期待できた． 
今後は，時代表記の追加やコサイン類似度の

閾値等の課題の解消に向けた追加実験等を行

う．それに合わせて，本稿で取り上げた基礎的

な要素の実験・評価結果に基づいてシステムの

実装と評価を実施する． 
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